
学生カイゴチャレンジ奨励金事業の進捗状況について 

 

１ 事業の目的 

介護人材の慢性的な不足は深刻な課題となっており、昨年度本町において人手不足により

一部の介護事業所が休業となったほか、職員の高齢化や若い年代の人材不足など、介護人材

の確保は喫緊の課題となっている。この様な背景から、若い年代の方々が介護に触れる機会

の創出を通じて将来の担い手を育み、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活ができる介護

基盤構築の一助とするもの。 

 

２ これまでの取組み 

１）紙媒体による事業周知 

・ポスター掲示依頼  管内１８校 … 大学１・短大１・専門学校１・高校１５ 

・ポスター掲示    町内２箇所 

・チラシ折込     １回 … 初任者研修参加者募集の裏面活用 

・チラシ配布     １回 … オープンキャンパスに併せて実施 

２）電子媒体による事業周知（以下、いずれも町公式による） 

・ホームページ 

・Facebook 

・LINE 

３）関係者等との情報交換 

・学校訪問（進路担当者等との情報交換）  延べ７回 

 

３ 受入希望事業者の状況 

 町内介護事業所に対して学生カイゴチャレンジ奨励金事業の受入募集を行い、令和４年

１２月末現在６事業所（特養１・老健１・グループホーム４）の受入申込がある。 

 

４ カイゴチャレンジの実施状況 

 令和４年１２月末現在、２事業所に３人の学生が採用。うち２名は１２月からアルバイト

を開始し、１名は春季休業期間からアルバイトを開始する。 

 

５ その他の取組み 

 中学生を対象に出前講座「介護チャレンジ」を町内２校で実施し、高齢者を取り巻く地域

の課題、高齢者を支える介護保険制度に関する説明や、福祉用具等の体験を交えた講座を実

施した。 
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